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私の描く未来日記  
チョ・ソヨン  

皆さん、未来日記を書いたことがありますか？ 

未来日記とは、自分が未来にいると仮定して書く日記のことです。 

私は、今日、自分の未来日記について話したいと思っています。  

その前に、/私が/実際/5 年前に書いた日記を/紹介させていただきます。  

2016 年 6 月 1 日  

もっと広い世界で勉強するために、/日本留学を決心した。そこで、/最近/日本語の勉

強をはじめた。 今日は/カタカナテストで、ユとコを間違えてしまった。覚えても覚えても

忘れてしまう。私、／行けるのかな？少し/不安になった。  

それでは、今から、/1 年後、/10 年後、/30 年後の未来日記を/紹介していきたいと思

います。  

2022 年 12 月 14 日、  

就活で/資産運用会社の/インターンシップを始めた。まだ、/コロナが/完全に収まって

いないため、/今年も結局/オンライン参加となった。私の夢は、/金融専門家となり、/世

界中の人々の/経済的自立を助ける会社を設立することだ。そのために、私が成長でき

る会社を探している。一旦、/頑張ってみよう！  

2031 年 12 月 14 日、  

もうすぐ 30 歳になる。新卒で入社した以来、/ずっと同じ会社で/仕事を学んできた。

そろそろ、/ 慣れてきて、/心地よい気がした。ところで、/同じ会社にずっといたら/緊張

感がなくなった。私の夢は何だったっけ？本当にこれでいいの？  

沢山悩んだ末、/会社をやめて/大学院に進学しようと決めた。しかし、最近の大学は/

私が 10 年前に通った大学とは/全然違っていた。経営学部で IT 授業が必修なんて、

/追いついていけないぐらい/変化が速すぎると思った。  

2051 年 12 月 14 日、  

今朝は/AI ロボットが作ってくれたご飯を食べて、/無人タクシーで/会社に向かった。

私の人生は、/大学院に進学したことがきっかけで/大きく変わった。学びの情熱、/そし

て/忘れていた/私の夢を見直した。私は、大学院を卒業した後、/自分の運用会社を起

業し、今は/100 名の社員と一緒に、「世界人の経済自立」という/ビジョンを掲げて取

り組んでいる。もう 50 歳なんて、/信じられない。 

皆さん、/いかがでしたか？  
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これらは、私が描いた/私の未来です。1 年、/10 年、/30 年後、/私たちの未来がどう

変わっているかを描くのは/とても難しかったです。しかし、/じっくりと考えてみたら、/一

つ、/はっきりしたことがあります。それは、/私は、/チャレンジを絶対恐れない/ということ

です。5 年前、日本留学を決めた時にも、私は/未知の環境である/日本に行くことを/

ためらうことなく/チャレンジしました。その結果、/現在の私が存在しています。今も、/有

意義な大学生活を送るために、/スピーチ大会という/新しい課題に挑戦しています。し

たがって、/私は/昔と今と同様に/これからもチャレンジしながら、自分の夢に向かって/

進んでいくと、/心から強く/信じています。 

 以上です。ご清聴/ありがとう/ございました。  


